
介
護
の
現
場
で
輝
く
、

地
域
の
力
・
シ
ニ
ア
の
力

　

介
護
の
現
場
に
は
、
元
気
な
シ
ニ
ア
な
ど
地
域
社
会
の

方
々
が
活
躍
で
き
る
場
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、
自
分

の
力
を
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問�

合
せ
／
介
護
保
険
課（
☎
２
９
７・１
０
１
８
）ま
た
は
高

　

齢
福
祉
課
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
２
３
２・９
１
１
０
）

特集

   

シ
ニ
ア
の
力
を
介
護
の
現
場
へ

　

シ
ニ
ア
の
中
に
は
、
仕
事
を
や
め
た
後

も「
ま
だ
ま
だ
働
き
た
い
」「
社
会
に
関
わ
り

続
け
た
い
」と
考
え
て
い
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
内
閣
府
の
調
査
に

よ
る
と
、
60
歳
以
上
の
方
の
う
ち
、
約
６

割
の
方
が
、
65
歳
以
上
に
な
っ
て
も
働
き

続
け
た
い
と
考
え
て
お
り
、
さ
ら
に
、
そ

の
う
ち
３
割
以
上
の
方
が
、
生
涯
現
役
で

い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す（
令
和
元
年
高
齢

者
の
経
済
生
活
に
関
す
る
調
査
）。

　

い
き
い
き
と
働
く
こ
と
は
、
シ
ニ
ア
の

方
に
と
っ
て
健
康
・
い
き
が
い
づ
く
り
に

つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
シ
ニ
ア

を
含
め
た
地
域
社
会
の
皆
さ
ん
が
、
福
祉

の
担
い
手
と
な
る
こ
と
は
、
安
心
で
き
る

地
域
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

   

健
康
都
市
・
水
戸
の
取
組

　

水
戸
市
は
、
令
和
２
年
４
月
に「
元
気
な

明
日
を
目
指
す
健
康
都
市
」を
宣
言
し
ま
し

た
。
市
で
は
、
シ
ニ
ア
を
含
め
、
す
べ
て

の
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
自
ら
進
ん
で
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、

自
分
ら
し
く
、
い
き
が
い
を
持
っ
て
生
活

で
き
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
元
気
な
シ
ニ
ア
が
活
躍
で
き
る

よ
う
支
援
す
る
事
業
も
進
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
事
業
の
中
か
ら「
介

護
助
手
養
成
ち
い
す
け
水
戸
」と「
住
民
主

体
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」を
紹
介
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
介
護
の
制
度
や
支
援
方
法
に
つ

い
て
学
ぶ
、
１
回
の
講
座
・
研
修
を
受
け

る
こ
と
で
、
特
別
な
資
格
を
持
た
な
い
方

も
介
護
の
現
場
で
活
躍
で
き
る
事
業
で
す
。

   

介
護
施
設
で
働
く　

　

市
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ち
い
き
の
学
校
で
は
、

元
気
な
シ
ニ
ア
に
、
健
康
づ
く
り
を
し
な

が
ら
楽
し
く
介
護
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら

い
、
介
護
助
手
に
な
っ
て
も
ら
う「
介
護
助

手
養
成
ち
い
す
け
水
戸
」を
実
施
し
て
い
ま

す
。「
ち
い
す
け
」に
は
、
地
域
の
助
っ
人

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
こ
の
事

業
に
よ
っ
て
、
す
で
に
介
護
助
手
が
誕
生

し
て
い
ま
す
。

　

介
護
助
手
の
主
な
仕
事
は
、
介
護
施
設

で
の
、
食
事
の
配
膳
や
施
設
内
の
掃
除
な

ど
で
す
。
ま
た
、
音
楽
や
書
道
な
ど
の
特

技
を
い
か
し
て
、
利
用
者
向
け
の
教
室
や

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
る
方
も

い
ま
す
。

   

利
用
者
の
自
宅
で
活
動
す
る

　
「
住
民
主
体
の
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
」は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
所
属
す
る
地
域
住

民
の
皆
さ
ん
が
、
日
常
生
活
に
一
部
支
援

を
必
要
と
す
る
方
向
け
に
提
供
す
る
事
業

で
す
。
利
用
者
の
自
宅
に
訪
問
し
、
買
物

や
掃
除
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
、
有
償
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
行
い
ま
す
。

元気な明日を目指す健康都市宣言

　人生100年時代を迎える中、生き生きと人生を楽しみ、
生涯を通じて健やかに過ごすためには、こころも体も健康
であることが大切です。

　そのため、わたしたちは、子どもから大人まで、自ら進
んで健康的な生活習慣を身につけるとともに、自分らしく、
生きがいを持って生活するよう心がけます。そして、家族
や友人、地域みんなで互いに声をかけ合いながら、健康に
対する意識を高め、健康づくりの輪を広げていきます。

　ここに、中核市移行にあたり、快適な環境の中で、笑顔
にあふれ、元気に暮らせるまちの実現に向け、水戸市を「元
気な明日を目指す健康都市」とすることを宣言します。

 令和2年4月1日　水戸市

　

市
で
は
、
こ
の
事
業
を
推
進
す
る
た
め
、

各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
に
対
し
て
、
活
動

費
の
一
部
を
助
成
し
て
い
る
ほ
か
、
有
償

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
研
修
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
に
は
、
実
際
に
働
い
た
り
活

動
し
た
り
し
て
い
る
皆
さ
ん
の
声
や
、
今

後
の
講
座
・
研
修
の
日
程
を
掲
載
し
て
い

ま
す
。 住民主体の生活支援サービス 介護助手養成ちいすけ水戸

働く人の
対象年齢 年齢制限なし おおむね60歳以上

形態 有償ボランティア 就労

活動場所 利用者の自宅 介護施設

働き方 専門職が作成した計画を基に、
個別に支援する

施設の職員と相談しながら、
補助的に働く

主な仕事・
活動内容

買物、掃除、洗濯、調理、ご
み出し、話し相手など

食事の配膳、掃除、洗濯、利
用者の話し相手など

▼2つの働き方の比較

※就労のあっせんではありません。

（右）介護助手養成ちいすけ水戸・講座の様子
（下）住民主体の生活支援サービスを行うナルク水戸の有償ボ

ランティアとその利用者
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期�

日
／
①
11
月
30
日（
火
）、
②
令
和

４
年
２
月
25
日（
金
）

時�

間
／
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場�

所
／
市
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
館

（
ミ
オ
ス
２
階
）

対�

象
／
高
齢
者
の
生
活
支
援
に
関
心

の
あ
る
方

定�

員
／
各
40
名（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

料�

金
／
無
料

申�

込
締
切
日
／
①
11
月
24
日（
水
）、

②
令
和
４
年
２
月
21
日（
月
）

申�

込
み
／
各
申
込
締
切
日
ま
で
に
、

電
話
で
、
市
社
会
福
祉
協
議
会（
☎

３
０
９
・５
０
０
１
）へ

問�

合
せ
／
同
協
議
会
ま
た
は
市
高
齢

　

福
祉
課
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー（
☎
２

　

３
２
・
９
１
１
０
）

資格がなくても介護施設で働ける
介護助手養成ちいすけ水戸

自宅で暮らす方を支える有償ボランティア
住民主体の生活支援サービス

高
齢
者
生
活
支
援
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
研
修

募集

介護の現場で輝く、地域の力・シニアの力特集

▲おたがいさま水戸で活動する皆さん
（右から）岡部佳代子さん、岡部泰子さん、小

田由美子さん

　私たちの団体では、70名ほどの会員が活動をしてい
ます。大切にしているのは、"おたがいさま"という気持
ちで助け合うということ。それぞれが自分にできること
を、できる時間で――という想

お も

いで、買物や掃除など資
格がなくてもできるお手伝いをしています。
　ぜひ多くの方に有償ボランティアとして活動していた
だきたいです。男女問わず幅広い世代の方の参加をお待
ちしています。

"おたがいさま"の思いで助け合い
岡部佳代子さん（おたがいさま水戸代表）

期�

日
・
場
所
／
11
月
19
日（
金
）…
内

原
市
民
セ
ン
タ
ー
、
12
月
10
日

（
金
）…
双
葉
台
市
民
セ
ン
タ
ー
、

令
和
４
年
１
月
13
日（
木
）…
市
役

所
、
２
月
17
日（
木
）…
ア
ダ
ス
ト

リ
ア 

み
と 

ア
リ
ー
ナ

時�

間
／
午
前
10
時
～
午
後
４
時

対�

象
／
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

定�

員
／
各
20
名（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

料�

金
／
無
料

申�

込
み
／
各
開
催
日
の
３
日
前
ま
で

　

に
、
電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
に
、

　

住
所（
市
町
村
ま
で
）、
氏
名
、
電

　

話
番
号
、
受
講
希
望
日
を
記
入
し
、

　

ち
い
き
の
学
校（
☎
２
５
９
・
９
２

　
９
２
、

info@
chiikino.com

）へ

※�

介
護
の
知
識
を
学
ぶ
目
的
だ
け
で

も
、
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問�

合
せ
／
同
法
人
ま
た
は
市
介
護
保

険
課（
☎
２
９
７
・
１
０
１
８
）

※�

講
座
の
内
容
な
ど
、
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

動
画
で
も
紹
介
し

て
い
ま
す
。

介
護
助
手
養
成

ち
い
す
け
水
戸

募集▼�住民主体の生活支援サー
ビスを行っている団体
・ナルク水戸
　（本町3、☎233-7696）
・おたがいさま水戸
　（城南3、☎303-5333）
・友の会かたくりポッケ
　�（ 酒 門 町、 ☎080-3514-

8180）

　週2～3日、1日4時間程度のペースで勤務して
います。介護の仕事の経験がなかったので、は
じめは不安もありました。ですが、専門職の職
員さんが丁寧に教えてくれるので、安心して利
用者さんたちに接することができています。ま
た、どのくらいのペースで勤務するか、どんな
内容の仕事をするかなどを職員さんと相談し、
無理のない範囲で勤務できることも魅力です。
　現在は、食事の配膳やお茶入れ、利用者さん
たちの見守りのほかに、音楽リハビリも担当し
ています。ピアノ講師をしていたこともあり、
音楽をいかして何かをしたいと前から思ってい
ました。歌ったり、簡単な体操をしたりする1
時間――多くの利用者さんが楽しみにしてくれ
ているので、大変やりがいを感じます。皆さん
の好みや季節を考えて、どんな曲を歌うか考え
るのも楽しいですね。歌ったり体を動かしたり
することで、皆さんが笑顔になる瞬間がうれし
いです。
　皆さんも「ちいすけ水戸」に参加して、いきい
きと働きませんか。

利用者さんの笑顔がうれしい
宮本裕子さん（介護老人福祉施設 長生園勤務）

▲音楽リハビリを行う宮本裕子さん

介護助手になるためにはこちらの講座にご参加を！生活支援サービスに携わりたい方はこちらの研修にご参加を！

介護助手の声有償ボランティアの声

　月数回、掃除などをお願いしています。
腰を痛めてから、今までは簡単にできて
いた家事が、自分だけではできなくなっ
てしまいました。それに夫の介護もあり
ます。有償ボランティアの方に来ていた

だくことで、快適に生活できるようになりました。本当にありがた
いです。また、比較的、安価に利用できることも魅力です。

本当にありがたいです
海老根啓子さん

利用者の声

（上）掃除をする岡部佳代子さん
（右）「自宅に来ていただくこと

で、お話もできるし、生活に張
り合いが出た」と笑顔で話す海
老根さん
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